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令和元年度　鳥取市議会
　　議会報告会・意見交換会を開催しました！（第１報）
【７月の開催校】
鳥取東高等学校、鳥取城北高等学校、鳥取工業高等学校
……………………………………………………☞２～３ページ

スマートフォン・タブレットから
過去のとっとり市議会だよりを
ご覧いただけます。

（西郷小学校　笹尾知佳さん　提供）感謝の心で「いただきます！」
～西郷地区の陶磁器を使用した給食～
　　　　        　　鳥取市立西郷小学校

表紙作品を募集しています。詳しくはＰ16をご覧ください。
議会に関するご意見・お問い合わせ
鳥取市議会事務局 〒680－8571　 地番611町徳尚市取鳥 （代表）： ）7580（LET 22－8111

）7580（LET（直通）： 20－3343　FAX（0857）20－3049E-mail:gikai@city.tottori.lg.jp

とっとり
市議会
だより

　６月定例会のあらまし

　６月定例会を６月 14 日から７月１日までの 18 日
間にわたって開催しました。本定例会では、市長か
ら令和元年度一般会計補正予算など 28 議案・報告
承認３件が提出され、26 議案は全会一致、5 議案は
賛成多数で原案のとおり可決・承認しました。
　また、委員会提出議案２件、議員提出議案１件が
提出され、３議案全てが全会一致で原案のとおり可
決しました。
　なお、一般質問には、28 人の議員が登壇し、活
発な議論が展開されました。
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令和元年度　議会報告会・意見交換会　

鳥取東高校
７月５日（金）

テーマ「どうすれば鳥取市が盛り上がるか」
生徒からの意見・要望等
〇働く
・ 鳥取の職業をよりよいものにし、Ｕターン促進

で都会の人脈などを活用。
・ 高校卒業後、県外に住んでいても鳥取の就職情

報がわかるように発信を。
・ 都会にはできない、鳥取だからこそできる起業

支援を。
・ 都会とつながるテレワーク（在宅型業務）の促

進と、そのような企業との連携と誘致を。
〇暮らし
・ 子育てサービスを今以上に進展させ、I ターン

U ターンの促進を。
・ 若者の遊び場が少ないので、娯楽を市内に設け

る。
・ 布勢運動公園にいろいろな遊び場をつくり、若

者目線で公共交通の充実を。
・ 通学の空き時間を有効に使えるように自習室の

整備を。
・ 映画館の上映内容がもっと豊富であってほしい。
・ 市街地と山間部はそれぞれよさがあり地域間交

流の推進を。
〇交通
・ 日常生活でも交通が不便。交通アクセスの充実

を。
・ 他県とつながる交通インフラ整備や、市内に偏

らない利便性の向上を。

　選
挙
権
年
齢
が
18
歳
以
上
に

拡
大
さ
れ
た
こ
と
な
ど
を
受

け
、
鳥
取
市
議
会
は
、
主
権
者

意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
7

月
に
市
内
3
つ
の
高
校
に
出
向

き
38
名
の
高
校
生
に
向
け
て
、

「
議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　議
会
報
告
会
で
は
、「
議
会
と

市
長
の
役
割
の
違
い
」、「
議
会

で
の
話
し
合
い
の
流
れ
」、「
最

近
の
予
算
・
決
算
の
委
員
長
報

告
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し
、

住
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る
こ

と
も
議
員
の
仕
事
で
あ
る
こ
と

も
伝
え
ま
し
た
。

　そ
の
後
、
各
校
の
テ
ー
マ
に

沿
っ
て
グ
ル
ー
プ
で
意
見
交
換

を
行
い
、
高
校
生
は
積
極
的
に

自
分
の
意
見
を
発
言
し
、
様
々

な
提
案
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
元
年
度

　鳥
取
市
議
会

　議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会

〜
高
校
生
と
市
議
が
未
来
を
語
る
〜

第１報
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　令和元年度　議会報告会・意見交換会

鳥取城北高校
７月５日（金）

メインテーマ「地域活性化について」
サブテーマ「集客」、「中心市街地」
生徒からの意見・要望等
〇集客・「砂丘」の活性化
・ 「砂丘ライトアップ」、「砂像磨き上げ」、「自然

コンサート」、「砂丘地下に商業施設」などで観
光名所の質を高める。
〇集客・「まちなか」の活性化
・ 京都市の景観条例のように、鳥取の自然環境に

適した景観のルールづくりを。
・ 商店街で梨、ぶどう、らっきょうなどの収穫体

験や、葡萄酒の提供を。
・ 鳥取の杉を活用した木製ストロー製造や木製品

づくりに力を。
・池田家墓地、万葉歴史館など歴史の活用を。
〇鳥取駅構内・周辺の活性化
・ 駅構内のベンチの増設を。
・ 駅構内に学習スペースの設置を。
・ 有料駐輪場までの足元のライトアップを。
・ 風紋広場、ケヤキ広場で 3 × 3 バスケットなど

若い年齢層も集まれる整備やイベント促進を。
〇駅前商店街の活性化
・ 学生が集えるよう空き店舗の活用を。安くて

いっぱい食べられる店、おしゃれな店、自転車
置き場の整備を。

・ 高校生向けのお店紹介の冊子作成や、特典付き
スタンプラリーの企画。

・ 高校生の企画・提案を募る。高校生は SNS 等
を使った発信力がすごい。

鳥取工業高校
７月 12日（金）

テーマ「若者が魅力を感じるまちについて」
生徒からの意見・要望等
〇交通
・路線バスが少ない。路線バスの充実を。
・ 午前中に学校が終わる場合、津ノ井駅の 14：04 発

の次は 16：00。ＪＲの増便を。
・ 通学路のカーブミラーをふやしてほしい。
・ 道が暗い。特に、複合商業施設付近の国道９号のア

ンダーパスに照明設置を。
・ 主要駅や複合商業施設などをつなぐ「鳥取市レンタ

サイクル事業」の実現を。
・北中前の道がガタガタ。道路補修の充実を。
・航空機の増便を。
・バスの自動運転等も取り入れてほしい。
〇暮らし
・複合スポーツ・エンターテイメント施設などの誘致を。
・ 小中学生が外で遊ぶ場所が固定化されており、布勢

以外にもサッカーやバスケットゴールがある広い運
動公園の整備を。
〇観光
・渋滞しないよう砂丘までの道の 4 車線化を。
・観光地の駐車場をふやしてほしい。
・ 砂丘のポケモン GO のようなイベントを、まちなか

でもふやしてほしい。妖怪ウォッチ、ドラクエなど
の研究を。

今
後
の
予
定

10
月
24
日
（
木
）

　鳥
取
商
業
高
等
学
校

11
月
15
日
（
金
）

　鳥
取
盲
学
校

　今
回
高
校
生
か
ら
出

さ
れ
た
意
見
・
提
案
は
、

委
員
会
で
検
討
し
、
市
長

に
提
案
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　参
加
さ
れ
た
高
校
生

の
皆
様
、
ご
協
力
い
た
だ

き
ま
し
た
先
生
方
、
関
係

者
の
皆
様
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

さらに詳しい内容が気になる方は鳥取市議会
公式ホームページをご覧ください。
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問 

鳥
取
市
は
、
今
年
4

月
16
日
に
市
長
自
ら
ベ
ト

ナ
ム
社
会
主
義
共
和
国
ハ

ノ
イ
市
に
出
向
き
、
ハ
ノ

イ
市
友
好
団
体
連
合
と
相

互
連
携
に
つ
い
て
の
覚
書

を
締
結
し
た
。

　

同
国
は
ア
ジ
ア
諸
国
に

お
い
て
も
有
数
の
経
済
成

長
の
著
し
い
国
で
あ
る
と

感
じ
る
。

　

こ
の
覚
書
は
ど
の
よ
う

な
目
的
で
締
結
さ
れ
た
の

か
、
ま
た
、
今
後
ハ
ノ
イ

市
と
は
、
ど
の
よ
う
な
分

野
で
交
流
・
連
携
し
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
尋
ね

る
。

答 

（
市
長
）
今
回
の
覚
書

は
、
行
政
間
の
み
な
ら
ず

民
間
レ
ベ
ル
で
も
相
互
連

携
が
深
ま
る
よ
う
、
鳥
取

市
国
際
経
済
発
展
協
議
会

と
ハ
ノ
イ
市
友
好
団
体
連

合
と
の
間
で
締
結
し
た
も

の
で
あ
る
。
ハ
ノ
イ
市
を

訪
問
し
て
、
今
後
の
両
市

の
交
流
連
携
の
重
要
性
を

確
認
し
た
上
で
、
経
済
・

観
光
の
分
野
で
は
、
ビ
ジ

ネ
ス
セ
ミ
ナ
ー
や
商
談
会

の
開
催
、
経
済
視
察
団
の

派
遣
、観
光
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ

ン
な
ど
、
ま
た
、
教
育
の

分
野
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人

学
卒
者
を
高
度
人
材
と
し

て
地
元
企
業
へ
の
雇
用
に

つ
な
げ
る
取
り
組
み
の
Ｐ

Ｒ
や
学
生
募
集
等
で
連
携

し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い

る
。
こ
の
覚
書
を
契
機
に

ベ
ト
ナ
ム
の
経
済
成
長
と

若
い
パ
ワ
ー
に
あ
ふ
れ
た

優
秀
な
人
材
を
地
域
に
取

り
込
ん
で
い
け
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

岡
田
　
信
俊
（
会
派
新
生
）

ハ
ノ
イ
市
と
の
覚
書
の

締
結
に
つ
い
て

　

６
月
定
例
会
で
は
、
28
人
の
議
員
が
質
問
を
行
い

ま
し
た
。
本
誌
で
は
、
各
議
員
の
質
問
の
中
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
１
項
目
に
つ
い
て
の
質
問
と
答
弁
の
要
旨

を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
動
画
及
び
会
議
録
の
全
文
は
、
市
議
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
で
き
ま
す
。
平
成
29
年
２
月
定

例
会
以
降
の
一
般
質
問
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
・
タ

ブ
レ
ッ
ト
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
発
言
順
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

問 

地
域
の
歴
史
・
文
化
、

地
域
資
源
を
活
か
し
た
ま

ち
づ
く
り
は
、
先
人
の
知

恵
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、

地
域
に
対
す
る
人
々
の

誇
り
と
自
信
を
も
た
ら

す
。
三
朝
町
で
三
徳
山
・

三
朝
温
泉
が
日
本
遺
産
認

定
第
１
号
と
な
っ
た
こ
と

を
こ
の
場
で
紹
介
し
て
早

４
年
。
地
域
振
興
の
基
本

は
地
場
産
業
の
振
興
が
基

本
だ
が
、
鳥
取
市
が
今
回

の
日
本
遺
産
認
定
を
観
光

産
業
の
振
興
の
み
で
は
な

く
、
中
核
市
と
し
て
周
辺

地
域
の
連
携
を
強
め
る
も

の
と
考
え
た
こ
と
は
画
期

的
で
あ
る
。
本
市
は
、
こ

の
認
定
を
ど
の
よ
う
に
地

域
の
発
展
に
つ
な
げ
よ
う

と
し
て
い
る
の
か
。

答 

（
市
長
）
日
本
遺
産

は
、
構
成
文
化
財
を
活
用

す
る
こ
と
に
よ
り
地
域
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
認

識
し
て
い
る
。
認
定
だ
け

で
観
光
客
が
増
え
、
地
域

が
活
性
化
す
る
も
の
で
は

な
く
、
今
回
の
日
本
遺
産

認
定
を
最
大
限
に
生
か
し

つ
つ
、
麒
麟
の
ま
ち
圏
域

が
国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多

く
の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
魅

力
あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
に
な

る
よ
う
に
圏
域
全
体
で
取

り
組
む
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

こ
れ
ま
で
以
上
に
麒
麟

の
ま
ち
圏
域
が
連
携
を
深

め
な
が
ら
、
圏
域
全
体
の

活
性
化
に
向
け
て
取
り
組

み
を
進
め
て
い
き
た
い
。

太
田
　
緣
（
無
所
属
）

日
本
遺
産
認
定
を
活
か

し
た
ま
ち
づ
く
り
を
！

問 

介
護
人
材
の
不
足
を

早
急
に
解
消
す
る
た
め
の

方
策
の
一
つ
と
し
て
、

介
護
職
員
の
所
得
を
全

産
業
の
年
間
平
均
所
得

４
４
０
万
円
に
近
づ
け
る

必
要
が
あ
る
。
本
年
10
月

か
ら
国
が
新
た
に
「
介
護

職
員
等
特
定
処
遇
改
善

加
算
（
※
）」
を
導
入
す
る

の
で
、
こ
の
制
度
を
よ
り

多
く
の
事
業
所
が
活
用
し

て
、
介
護
職
員
の
処
遇
改

善
に
取
り
組
む
べ
き
と
考

え
る
。
本
市
で
は
ど
の
よ

う
に
取
得
促
進
を
進
め
て

い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
福
祉
部
長
）
介
護
職

員
等
特
定
処
遇
改
善
加
算

の
取
得
を
促
す
取
り
組
み

と
し
て
は
、
鳥
取
県
が
６

月
11
日
に
県
内
事
業
者
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。
今
後
も
鳥
取
県
と
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
本
市

公
式
ウ
エ
ブ
サ
イ
ト
で
の

情
報
提
供
や
集
団
指
導
な

ど
の
機
会
を
捉
え
て
説
明

を
行
う
な
ど
、
加
算
取
得

の
促
進
に
努
め
て
い
き
た

い
。

※
介
護
職
員
等
特
定
処
遇
改
善
加

算
と
は

　

介
護
人
材
の
確
保
の
た
め
の
取

組
み
を
よ
り
一
層
進
め
る
た
め
、

経
験
・
技
能
の
あ
る
職
員
に
重
点

化
を
図
り
な
が
ら
、
現
行
の
﹁
介

護
職
員
処
遇
改
善
加
算
﹂
に
加
え

て
介
護
職
員
の
さ
ら
な
る
賃
金
改

善
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
た
介

護
報
酬
に
お
け
る
加
算
。

浅
野
　
博
文
（
公
明
党
）

介
護
職
員
の

処
遇
改
善
に
つ
い
て

一般質問（各個質問）　

6月定例会
一般質問

鳥取砂丘の風紋と麒麟獅子
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問 

児
童
福
祉
法
の
整
備

が
進
む
中
で
も
痛
ま
し
い

児
童
虐
待
が
起
き
て
い

る
。
本
市
で
も
要
保
護
児

童
対
策
地
域
協
議
会
を
中

心
に
各
関
係
機
関
の
連
携

強
化
が
取
り
組
ま
れ
て
い

る
が
、
よ
り
漏
れ
の
な
い

重
な
り
合
う
連
携
と
体
制

強
化
が
求
め
ら
れ
る
。

　

２
０
１
６
年
の
法
改
正

で
は
、
中
核
市
が
児
童
相

談
所
を
設
置
で
き
る
こ
と

と
な
っ
た
が
、本
市
で
は
、

規
模
と
質
の
確
保
か
ら
設

置
は
無
理
と
考
え
る
。
市

長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
児
童
相
談
所

を
取
り
巻
く
状
況
は
自
治

体
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
で

あ
り
、
多
様
な
設
置
の
在

り
方
を
検
討
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　

現
在
、
本
市
で
は
、
県

の
児
童
相
談
所
と
関
係
部

局
が
緊
密
に
連
携
を
と
り

な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
事

案
を
速
や
か
に
発
見
し
、

対
応
で
き
る
よ
う
な
体
制

を
構
築
し
て
お
り
、
児
童

虐
待
へ
の
対
応
を
児
童
相

談
所
の
設
置
あ
り
き
で
進

め
て
い
く
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

　

本
年
５
月
29
日
に
開
催

さ
れ
た
中
核
市
市
長
会
総

会
で
は
、
児
童
虐
待
防
止

に
向
け
た
中
核
市
の
役
割

を
調
査
・
研
究
す
る
児
童

虐
待
防
止
検
討
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
設
置
を
決
定
し
た

と
こ
ろ
で
あ
り
、
本
市

も
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

参
加
し
、
児
童
虐
待
防
止

に
対
応
す
る
た
め
の
取
り

組
み
や
、
中
核
市
へ
の
児

童
相
談
所
の
設
置
に
つ
い

て
、
本
市
と
し
て
の
考
え

や
意
見
を
述
べ
て
い
き
た

い
。

金
田
　
靖
典
（
日
本
共
産
党
）

児
童
虐
待
防
止
関
係
機
関

の
強
化
を

答 

（
市
長
）
大
量
の
廃
プ

ラ
の
焼
却
は
、
塩
素
ガ
ス

の
発
生
に
よ
り
炉
を
傷
め

る
原
因
と
な
り
、
ま
た
、

燃
焼
に
よ
る
地
球
温
暖
化

ガ
ス
を
増
大
さ
せ
、
環
境

に
対
す
る
負
荷
が
大
き
い

た
め
、
分
別
や
洗
浄
を

行
っ
て
リ
サ
イ
ク
ル
を
進

め
て
い
く
べ
き
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
一
般
廃
棄

物
の
受
け
入
れ
を
目
的
と

し
て
現
在
建
設
中
の
新
可

燃
物
処
理
施
設
は
、
廃
プ

ラ
を
分
別
し
て
収
集
す
る

こ
と
を
前
提
に
設
計
さ
れ

て
お
り
、
大
量
の
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
の
焼
却
は
想
定
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
本
市

で
の
廃
プ
ラ
の
受
け
入
れ

は
困
難
と
考
え
て
い
る
。

問 

近
年
、
日
本
は
廃
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
（
以
下
、
廃

プ
ラ
）
の
処
理
を
海
外

に
頼
っ
て
お
り
、
年
間

１
４
３
万
ト
ン
を
有
価
物

と
し
て
中
国
に
輸
出
し
て

い
た
が
、
中
国
政
府
は
環

境
汚
染
を
理
由
に
輸
入
禁

止
措
置
を
打
ち
出
し
た
。

　

廃
プ
ラ
を
資
源
と
位
置

付
け
国
内
で
循
環
さ
せ
る

こ
と
が
望
ま
れ
て
い
る
が
、

環
境
省
は
、
廃
プ
ラ
の
焼

却
依
頼
に
つ
い
て
「
緊
急

避
難
措
置
」
と
し
て
市
区

町
村
に
対
し
て
要
請
し
て

い
る
。
神
谷
清
掃
工
場
の

一
日
あ
た
り
の
処
理
能
力

は
２
７
０
ト
ン
で
稼
働
率

は
約
60
％
と
聞
い
て
お
り

余
力
が
あ
る
。
ま
た
、
３

年
後
に
は
高
効
率
発
電
が

で
き
る
新
可
燃
物
処
理
施

設
が
完
成
す
る
が
、
廃
プ

ラ
の
受
入
れ
に
つ
い
て
、

市
長
の
見
解
を
問
う
。

田
村
　
繁
已
（
公
明
党
）

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の

処
理
に
つ
い
て

問 

本
市
の
交
通
の
拠
点

で
あ
る
鳥
取
駅
周
辺
は
、

近
年
経
済
活
動
や
交
流

の
中
心
と
し
て
の
賑
わ
い

や
活
気
が
減
退
し
つ
つ
あ

る
。
秋
に
は
、
新
本
庁
舎

が
開
庁
予
定
で
あ
り
、
人

の
流
れ
の
変
化
が
想
定
さ

れ
、
駅
前
の
歩
行
者
動
線

の
確
保
に
加
え
、
魅
力
的

な
店
舗
な
ど
集
客
へ
の
仕

掛
け
が
必
要
で
あ
る
。
鳥

取
大
丸
を
含
め
た
駅
北
側

周
辺
の
活
性
化
に
向
け

て
、
県
や
地
元
商
店
街
と

連
携
し
た
取
り
組
み
が
必

要
だ
が
市
長
に
問
う
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
大
丸
の

再
生
は
、
交
通
結
節
点
で

あ
る
鳥
取
駅
周
辺
が
活
力

あ
る
エ
リ
ア
と
な
る
た
め

に
大
変
重
要
だ
と
認
識
し

て
お
り
、
本
年
９
月
に
予

定
さ
れ
て
い
る
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
に
大
き
く
期
待
し
て

い
る
。
本
市
と
し
て
も
、

こ
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
好

機
と
捉
え
、
地
元
商
店
街

と
連
携
し
な
が
ら
、
隣
接

す
る
バ
ー
ド
・
ハ
ッ
ト
や

風
紋
広
場
を
活
用
し
た
集

客
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
支
援

を
充
実
さ
せ
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
ま
た
、
鳥
取
駅

北
口
の
ス
ク
ラ
ン
ブ
ル
交

差
点
化
も
含
め
た
横
断
歩

道
の
新
設
に
つ
い
て
も
、

県
警
や
県
と
連
携
し
な
が

ら
、
設
置
に
向
け
て
取

り
組
み
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

鳥
取
大
丸
は
駅
周
辺
の

活
性
化
の
核
と
な
る
施
設

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
本
市

の
関
連
施
設
と
し
て
の
活

用
や
整
備
に
よ
る
駅
前
の

に
ぎ
わ
い
創
出
、
ま
た
、

地
域
活
性
化
の
促
進
の
た

め
に
、
鳥
取
市
企
業
立
地

促
進
補
助
金
の
活
用
に
よ

る
支
援
策
を
検
討
し
て
い

き
た
い
。

寺
坂
　
寛
夫
（
会
派
新
生
）

鳥
取
駅
周
辺
の

活
性
化
に
つ
い
て

　一般質問（各個質問）
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一般質問（各個質問）　

問 

鳥
取
砂
丘
の
均
衡
あ

る
発
展
に
は
、
東
西
両
エ

リ
ア
が
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
特
徴
を
生
か
し
た
エ

リ
ア
づ
く
り
が
求
め
ら
れ

る
。
年
々
増
加
し
て
い
る

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
へ
の
対
応

や
新
た
な
魅
力
の
創
出
等

西
側
エ
リ
ア
の
利
活
用
の

取
り
組
み
は
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
。
西
側
エ
リ
ア
に

あ
る
旧
砂
丘
荘
、
旧
青
年

の
家
跡
地
な
ど
未
利
用
財

産
の
貸
与
、
売
却
等
も
視

野
に
入
れ
た
活
用
策
に
つ

い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

包
括
外
部
監
査
に
よ
る
意

見
を
踏
ま
え
て
、
未
利
用

財
産
の
利
活
用
に
つ
な
が

る
よ
う
積
極
的
に
民
間
へ

の
情
報
提
供
と
連
携
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
こ
の
う
ち
、
旧
砂
丘

荘
と
旧
青
年
の
家
の
跡
地

に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で

も
複
数
の
民
間
事
業
者
か

ら
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
き
た
。
現

在
も
全
国
で
知
名
度
の
高

い
ホ
テ
ル
経
営
を
展
開
し

て
お
ら
れ
る
事
業
者
か

ら
、
砂
丘
西
側
で
の
ホ
テ

ル
事
業
の
計
画
を
積
極
的

に
、
ま
た
熱
意
を
持
っ
て

ご
提
案
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
み
な
ら
ず
多
様

な
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
も
満
た
せ
る
ア
ッ
パ
ー

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
（
※
）
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
実
現
す

れ
ば
、
鳥
取
砂
丘
の
ブ
ラ

ン
ド
力
が
高
ま
り
、
滞
在

型
観
光
の
拠
点
と
し
て
発

展
し
て
い
け
る
と
評
価
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
は

　

ハ
イ
エ
ン
ド
︵
高
級
︶
と
ミ
ド

ル
︵
中
級
︶
の
間
の
ク
ラ
ス

上
杉
　
栄
一
（
会
派
新
生
）

鳥
取
砂
丘
西
側
エ
リ
ア
の

整
備
に
つ
い
て

問 

大
津
市
の
保
育
園
外

活
動
中
の
事
故
を
受
け

て
行
っ
た
本
市
で
の
緊
急

点
検
調
査
の
結
果
、
ど
の

よ
う
な
危
険
箇
所
が
あ
っ

た
か
。
ま
た
、
そ
の
危
険

箇
所
へ
の
対
策
及
び
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
問
う
。

　

次
に
高
齢
運
転
者
へ
の

支
援
に
つ
い
て
、
グ
ラ
ン

ド
70
の
購
入
支
援
は
運
転

経
歴
証
の
交
付
を
受
け
て

か
ら
１
年
間
と
の
こ
と
だ

が
、
５
年
間
に
延
長
で
き

な
い
か
。
ま
た
、
車
を
運

転
せ
ざ
る
を
得
な
い
高
齢

者
に
安
全
装
置
取
り
付
け

を
推
奨
す
る
た
め
、
事
故

防
止
装
置
の
購
入
補
助
を

行
っ
て
は
ど
う
か
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

調
査
の
結
果
、
歩
道
が
必

要
と
思
わ
れ
る
箇
所
、
歩

道
が
狭
く
交
通
量
が
多
い

箇
所
、
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が

な
い
箇
所
、
横
断
歩
道
や

信
号
機
が
必
要
と
思
わ
れ

る
箇
所
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

が
な
く
見
通
し
の
悪
い
交

差
点
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

た
。

（
市
長
）
今
後
は
、
緊
急

度
の
高
い
箇
所
か
ら
、
順

次
対
応
し
て
い
き
た
い
。

　

次
に
グ
ラ
ン
ド
70
の
購

入
支
援
は
、
今
年
５
月
か

ら
、
庁
内
の
横
断
的
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
、

他
の
自
治
体
で
の
取
り
組

み
や
、
バ
ス
事
業
者
の
御

意
見
な
ど
も
参
考
に
し
な

が
ら
、
制
度
見
直
し
の

検
討
を
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
警
察
庁
な
ど
関
係
省

庁
で
、
高
齢
運
転
者
向
け

の
新
た
な
免
許
制
度
の
創

設
や
、
安
全
機
能
が
つ
い

た
自
動
車
の
普
及
策
の
検

討
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

ま
ず
は
こ
う
い
っ
た
国
の

動
向
を
注
視
し
て
い
き
た

い
。

秋
山
　
智
博
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

市
民
の
交
通
安
全
に

つ
い
て

問 

３
歳
か
ら
５
歳
ま
で

の
幼
児
教
育
・
保
育
の
無

償
化
が
本
年
10
月
か
ら
実

施
さ
れ
る
が
、
給
食
材
料

費
は
保
護
者
が
実
費
負
担

す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の

負
担
額
が
無
償
化
以
前
の

保
育
料
よ
り
大
き
く
な
る

家
庭
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る

の
か
尋
ね
る
。
ま
た
、
そ

う
し
た
家
庭
へ
の
負
担
軽

減
対
策
を
講
じ
る
べ
き
と

考
え
る
が
市
長
の
所
見
を

問
う
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

公
立
園
で
は
低
所
得
者
を

除
き
、
副
食
費
の
保
護
者

負
担
と
し
て
、
国
が
示
し

て
い
る
一
人
当
た
り
月
額

４
５
０
０
円
を
検
討
し
て

い
る
。
私
立
園
は
各
施

設
が
検
討
中
で
あ
り
、
現

時
点
で
は
把
握
し
て
い
な

い
。
負
担
額
が
今
よ
り
多

く
な
る
児
童
数
は
、
公
立

園
で
は
２
０
５
名
、
私
立

園
で
は
３
４
５
名
で
あ

る
。

（
市
長
）
現
在
、
県
の
保

育
料
無
償
化
等
子
育
て
支

援
事
業
費
補
助
金
を
活
用

し
て
保
育
料
を
無
償
化
し

て
い
た
第
三
子
や
、
本
市

が
独
自
に
保
育
料
の
５
分

の
１
に
軽
減
し
て
い
た
同

時
在
園
児
第
二
子
の
児
童

の
う
ち
、
所
得
階
層
が
低

い
世
帯
の
児
童
に
つ
い
て

は
、
副
食
費
の
実
費
徴
収

に
伴
い
負
担
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
た
め
、
本
市
独

自
で
保
護
者
の
負
担
軽
減

が
で
き
な
い
か
、
現
在
検

討
を
行
っ
て
い
る
。

足
立
　
考
史
（
無
所
属
）

無
償
化
に
な
る
保
育
料
と
実
費

負
担
に
な
る
給
食
費
に
つ
い
て
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　一般質問（各個質問）

も
複
数
の
民
間
事
業
者
か

ら
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活

用
に
つ
い
て
問
い
合
わ
せ

を
い
た
だ
い
て
き
た
。
現

在
も
全
国
で
知
名
度
の
高

い
ホ
テ
ル
経
営
を
展
開
し

て
お
ら
れ
る
事
業
者
か

ら
、
砂
丘
西
側
で
の
ホ
テ

ル
事
業
の
計
画
を
積
極
的

に
、
ま
た
熱
意
を
持
っ
て

ご
提
案
い
た
だ
い
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
フ
ァ
ミ

リ
ー
層
の
み
な
ら
ず
多
様

な
外
国
人
旅
行
者
の
ニ
ー

ズ
も
満
た
せ
る
ア
ッ
パ
ー

ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
（
※
）
の
リ

ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
が
実
現
す

れ
ば
、
鳥
取
砂
丘
の
ブ
ラ

ン
ド
力
が
高
ま
り
、
滞
在

型
観
光
の
拠
点
と
し
て
発

展
し
て
い
け
る
と
評
価
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

※
ア
ッ
パ
ー
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
と
は

　

ハ
イ
エ
ン
ド
︵
高
級
︶
と
ミ
ド

ル
︵
中
級
︶
の
間
の
ク
ラ
ス

問 

認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
は
、
要
介

護
度
が
軽
度
の
認
知
症
の

方
で
も
入
所
が
可
能
な
施

設
で
あ
る
が
、
入
所
費
用

が
高
額
で
あ
る
た
め
に
施

設
へ
の
入
所
を
断
念
し
た

と
の
話
も
聞
く
。
他
の
自

治
体
で
は
介
護
保
険
事
業

（
地
域
支
援
事
業
）
に
よ

り
入
所
費
用
を
助
成
し
て

い
る
事
例
も
あ
る
よ
う
だ

が
、
低
所
得
者
の
入
所
費

用
助
成
が
実
施
で
き
な
い

か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
な
ど
の
施
設

サ
ー
ビ
ス
や
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
で
は
、
低
所
得
者

に
対
し
て
食
費
や
部
屋
代

の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
制

度
が
あ
る
の
に
対
し
て
、

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
は
、
入
居
者
の
所

得
の
状
況
に
か
か
わ
ら

ず
、
食
費
や
部
屋
代
、
介

護
費
用
等
が
毎
月
10
万
円

か
ら
15
万
円
程
か
か
る
状

況
で
あ
る
。全
国
的
に
は
、

低
所
得
者
の
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
費

用
負
担
軽
減
を
実
施
し
て

い
る
自
治
体
も
あ
る
。
今

後
、
全
国
的
な
動
向
や
他

都
市
の
状
況
を
調
査
し
、

第
８
期
鳥
取
市
介
護
保
険

事
業
計
画
を
策
定
す
る
中

で
、
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
費
用
負

担
軽
減
の
必
要
性
や
、
必

要
と
判
断
し
た
場
合
の
事

業
規
模
な
ど
に
つ
い
て
、

し
っ
か
り
と
検
討
し
て
い

き
た
い
。

前
田
　
伸
一
（
公
明
党
）

利
用
し
や
す
い
認
知
症

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
へ

問 

買
い
物
弱
者
の
問
題

は
中
山
間
地
域
だ
け
の
問

題
で
は
な
く
、
中
心
市
街

地
に
も
高
齢
者
や
障
が
い

者
が
自
力
で
買
い
物
す
る

の
に
困
難
な
地
域
が
た
く

さ
ん
あ
る
。
実
際
に
今
年

の
３
月
に
は
、
中
心
市
街

地
に
あ
っ
た
ス
ー
パ
ー
が

閉
店
し
、
周
辺
の
高
齢
者

等
か
ら
買
い
物
に
不
安
を

感
じ
て
い
る
と
い
う
声
を

聴
い
て
い
る
。
市
長
は
、

買
い
物
弱
者
の
問
題
に

つ
い
て
ど
の
よ
う
に
認
識

し
、
ど
の
よ
う
な
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
よ
う
と
考
え

て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
現
在
、
中
山

間
地
域
は
も
と
よ
り
、
中

心
市
街
地
等
で
も
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
が
進
展

し
て
い
る
状
況
に
あ
り
、

買
い
物
弱
者
の
問
題
は
、

誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域

で
支
え
合
い
な
が
ら
生
き

が
い
を
持
ち
、
い
つ
ま
で

も
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い

け
る
社
会
、
い
わ
ゆ
る

「
地
域
共
生
社
会
」
の
実

現
を
目
指
し
て
い
る
本
市

に
と
っ
て
、
深
刻
な
生
活

課
題
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。

　

買
い
物
弱
者
と
な
る
要

因
は
様
々
で
あ
り
、
そ
れ

を
解
消
す
る
た
め
の
方
法

も
ま
た
様
々
で
あ
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
地
域
で
実
情
に

合
っ
た
効
果
的
な
対
策
を

実
施
で
き
る
よ
う
に
、
全

庁
的
に
連
携
し
な
が
ら
支

援
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

問 

平
均
寿
命
と
健
康
寿

命
の
差
が
、男
性
は
９
年
、

女
性
は
12
年
と
言
わ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
平
均
寿
命

か
ら
自
立
し
た
生
活
限

度
を
引
く
と
、
要
介
護
年

数
に
な
る
。
本
市
で
は
、

介
護
予
防
の
た
め
の
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
体
操
を
行
っ
て

お
り
、
体
操
の
継
続
が
フ

レ
イ
ル
（
※
）
予
防
に
効
果

が
あ
る
と
の
結
果
も
出
て

い
る
。
体
操
が
地
域
全
体

に
定
着
し
て
い
く
た
め
に

は
、
体
操
の
普
及
員
だ
け

の
力
で
は
困
難
で
あ
り
、

連
携
し
た
取
組
み
が
必
要

で
あ
る
が
、
今
後
ど
う
普

及
を
図
る
の
か
。

答 

（
市
長
）
し
ゃ
ん
し
ゃ

ん
体
操
を
２
年
間
継
続
し

て
実
施
す
る
こ
と
で
体
力

年
齢
が
５
・
２
歳
若
返
る

効
果
が
あ
る
こ
と
が
検
証

さ
れ
、
実
際
に
取
り
組

ん
だ
皆
さ
ん
か
ら
も
、
体

が
軽
く
な
っ
た
、
階
段
が

上
が
り
や
す
く
な
っ
た
な

ど
、
身
体
的
な
変
化
の
声

を
聞
い
て
い
る
。
し
ゃ

ん
し
ゃ
ん
体
操
の
普
及
に

は
、
気
軽
に
参
加
で
き
る

よ
う
、
身
近
な
場
所
で
定

期
的
に
体
操
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
引

き
続
き
地
域
の
普
及
員
の

養
成
と
増
員
に
努
め
る
と

と
も
に
、
健
康
づ
く
り
地

区
推
進
員
な
ど
、
地
域
の

団
体
の
皆
さ
ん
と
も
協
力

す
る
な
ど
、
普
及
に
努
め

て
い
き
た
い
。

※
フ
レ
イ
ル
と
は

　

加
齢
と
と
も
に
心
身
の
活
力︵
運

動
機
能
や
認
知
機
能
等
︶
が
低
下

し
、
複
数
の
慢
性
疾
患
の
併
存
な

ど
の
影
響
も
あ
り
、
生
活
機
能
が

障
が
い
さ
れ
、
心
身
の
脆
弱
性
が

出
現
し
た
状
態
で
あ
る
が
、
一
方

で
適
切
な
介
入
・
支
援
に
よ
り
生

活
機
能
の
維
持
向
上
が
可
能
な
状

態
像

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

介
護
予
防
に
つ
い
て

朝
野
　
和
隆
（
会
派
新
生
）

買
い
物
弱
者
の

問
題
に
つ
い
て

移動販売車の販売の様子
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問 

人
口
減
少
対
策
は
急

務
で
あ
り
、
不
妊
症
へ
の

支
援
は
有
効
な
対
策
と
考

え
る
。
既
存
の
制
度
が
医

療
機
関
の
窓
口
で
市
民
の

負
担
軽
減
を
可
能
と
し
て

い
る
か
尋
ね
る
。

答 

（
健
康
こ
ど
も
部
長
）

本
市
で
は
、
医
療
機
関
が

申
請
者
に
代
わ
っ
て
助
成

金
を
受
け
取
る
代
理
受
領

制
度
を
設
け
て
い
る
。
こ

の
制
度
を
利
用
す
る
に

は
、
申
請
者
が
不
妊
治
療

を
実
施
す
る
医
療
機
関
の

了
承
を
受
け
た
上
で
、
事

前
に
代
理
受
領
の
申
請
を

行
い
、
市
長
か
ら
承
認
を

受
け
る
必
要
が
あ
る
。
手

続
き
が
少
し
煩
雑
な
た

め
、
こ
れ
ま
で
余
り
利
用

さ
れ
な
か
っ
た
が
、今
後
、

本
制
度
に
つ
い
て
周
知
に

努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

加
嶋
　
辰
史
（
開
政
）

い
の
ち
輝
き
、
ま
ち
照
ら
す

一般質問（各個質問）　

問 

ご
み
袋
代
金
が
有
料

化
さ
れ
て
約
十
年
に
な

る
。
家
庭
ご
み
処
理
手
数

料
、
つ
ま
り
有
料
指
定
ご

み
袋
の
売
上
げ
代
金
は
ご

み
処
理
経
費
の
一
割
と
す

る
と
い
う
考
え
方
は
変
わ

ら
な
い
か
。

　

直
近
三
年
間
の
実
績（
※
）

で
、
家
庭
ご
み
処
理
手
数

料
の
ご
み
処
理
経
費
に
占

め
る
割
合
が
10
％
を
大
き

く
超
え
て
お
り
、
市
民
は

払
い
過
ぎ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
。
ご
み
袋
代
金
を

引
下
げ
る
べ
き
と
考
え
る

が
ど
う
か
。

答 

（
市
長
）
平
成
19
年
10

月
の
家
庭
ご
み
の
有
料
指

定
袋
制
度
導
入
に
際
し
、

鳥
取
市
清
掃
審
議
会
か
ら

ご
み
処
理
手
数
料
（
ご
み

袋
の
代
金
）に
つ
い
て
は
、

「
市
民
の
負
担
感
及
び
周

辺
市
町
村
と
の
均
衡
等
を

考
慮
し
て
、
ご
み
処
理
原

価
の
一
割
程
度
の
負
担
が

適
当
で
あ
る
。」
と
い
う

答
申
を
受
け
た
。
そ
の
考

え
方
は
現
在
も
引
き
継
が

れ
て
お
り
、
ご
み
袋
代
金

の
見
直
し
を
行
う
際
の
基

本
と
し
て
い
る
。

　

ご
み
袋
代
金
は
、
ご
み

の
処
理
経
費
や
処
理
量
を

も
と
に
計
算
し
、
３
年
ご

と
に
見
直
し
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
２
年
度
か
ら
令

和
４
年
度
ま
で
の
代
金

は
、
今
年
度
、
鳥
取
市
環

境
審
議
会
に
諮
問
し
、
審

議
し
て
い
た
だ
い
た
上
で

判
断
し
て
い
き
た
い
。

岩
永
　
安
子
（
日
本
共
産
党
）

ご
み
袋
代
金
の

引
き
下
げ
を
！

問 

若
い
世
代
は
健
康
へ
の

過
信
か
ら
、
食
生
活
へ
の

意
識
が
低
く
、
欠
食
が
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
健
康

寿
命
延
伸
の
た
め
に
は
、

若
い
う
ち
か
ら
の
健
全
な

食
生
活
が
重
要
で
あ
る
。

　

本
市
は
地
域
の
特
色
を

活
か
し
た
食
生
活
の
体
験

実
践
な
ど
食
を
通
じ
、
生

涯
に
渡
り
生
き
生
き
と
暮

ら
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
が
、
若
い
世
代
が
食
へ

の
関
心
を
ど
う
高
め
て
い

く
の
か
。
食
育
・
食
農
教

育
へ
の
取
組
み
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

こ
れ
ま
で
地
域
米
消
費
拡

大
対
策
事
業
の
中
で
、
米

づ
く
り
体
験
や
米
料
理
教

室
に
対
し
て
支
援
を
行
っ

て
き
た
が
、
今
後
の
食
農

教
育
の
あ
り
方
を
検
討
す

る
た
め
、
本
年
度
、
市
内

の
全
小
学
校
、
義
務
教
育

学
校
に
食
農
教
育
等
に
係

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
た
。
こ
の
中
で
地
域

の
特
産
物
で
も
体
験
や
料

理
教
室
を
実
施
し
た
い
な

ど
の
御
意
見
も
多
く
寄
せ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

対
象
農
産
物
の
見
直
し

を
含
め
た
制
度
の
検
討
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

（
教
育
長
）
小
学
校
で
は
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
田
畑
を

お
借
り
し
て
作
物
を
つ
く

る
活
動
な
ど
を
通
し
て
、

育
て
る
こ
と
の
喜
び
や
苦

労
を
体
験
し
、
食
の
大
切

さ
を
学
ん
で
い
る
。ま
た
、

本
市
で
は
、
中
山
間
地
域

ふ
る
さ
と
体
験
活
動
支
援

事
業
で
、
子
ど
も
た
ち
が

佐
治
地
域
の
方
々
と
一
緒

に
食
事
作
り
を
体
験
し
、

食
へ
の
関
心
を
持
つ
よ
う

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
今

後
も
学
校
と
保
護
者
、
地

域
等
が
連
携
し
な
が
ら
、

体
験
活
動
を
大
事
に
し
た

食
育
の
推
進
に
努
め
て
い

き
た
い
。

星
見
　
健
蔵
（
会
派
新
生
）

食
の
重
要
性
を

若
い
世
代
か
ら

※直近三年間の実績（表）

H27年度 H28年度 H29年度

ごみ袋の�
売上収入

約3憶�
1,437万円

約3憶�
2,354万円

約3憶�
2,975万円

ごみ処理
経費に占
める割合

17% 18% 16.7%

※『代理受領制度』とは、
不妊治療を実施する医療機関が申請者
に代わって助成金を受け取ることがで
きる制度です。
申請者は、治療費から助成金額を差引いた金
額を医療機関に支払うことになります。
事前に代理受領の申請を行うなど、手続きが
少し複雑になりますので、まずは、ご相談く
ださい。

鳥取市健康こども部
鳥取市保健所　健康支援課

TEL：0857-22-5695
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問 

学
校
外
に
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
系
等
た
く
さ
ん
の

ク
ラ
ブ
が
あ
り
、
監
督
・

コ
ー
チ
の
質
、
生
徒
の
レ

ベ
ル
も
高
い
。
し
か
し
、

学
校
外
の
ク
ラ
ブ
で
活
動

し
て
い
る
生
徒
や
保
護
者

は
、
学
校
外
の
ク
ラ
ブ

で
い
く
ら
努
力
し
て
も
、

成
果
の
公
表
等
が
な
け
れ

ば
、
学
校
内
で
評
価
し
て

も
ら
え
な
い
と
悩
ん
で
い

る
。
そ
こ
で
、
学
校
と
ク

ラ
ブ
が
お
互
い
情
報
共
有

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を

構
築
す
る
な
ど
、
生
徒
が

夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
活

動
す
る
こ
と
を
応
援
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）
学
校
で
は

生
徒
や
保
護
者
、
地
域
と

の
つ
な
が
り
の
中
で
、
校

外
で
の
活
動
に
つ
い
て
情

報
を
得
る
こ
と
も
あ
る

が
、
そ
の
活
動
は
多
岐
に

わ
た
り
、
全
て
を
把
握
す

る
こ
と
は
難
し
い
現
状
が

あ
る
。
今
後
、
学
校
と
地

域
と
の
つ
な
が
り
が
よ
り

強
く
な
っ
て
い
く
中
で
、

校
外
の
活
動
で
頑
張
る
生

徒
の
様
子
を
学
校
が
把
握

す
る
機
会
も
増
え
て
い
く

と
思
わ
れ
る
。
教
育
委
員

会
と
し
て
も
、
校
内
外
の

活
動
に
か
か
わ
ら
ず
、
夢

や
希
望
に
向
か
っ
て
努
力

す
る
生
徒
た
ち
を
教
職
員

だ
け
で
は
な
く
保
護
者
・

地
域
と
連
携
し
な
が
ら
、

よ
り
子
ど
も
た
ち
の
個
性

の
伸
長
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

加
藤
　
茂
樹
（
会
派
新
生
）

学
校
外
で
の
ク
ラ
ブ
活
動
を

し
て
い
る
生
徒
に
つ
い
て

　一般質問（各個質問）

問 

公
立
小
中
・
義
務
教

育
学
校
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ス
ク
ー
ル（
以
下
、Ｃ
Ｓ
）

が
導
入
さ
れ
、
導
入
し
た

学
校
で
は
地
域
と
学
校
が

連
携
し
協
働
体
制
を
築
い

て
き
た
。
時
間
の
経
過
と

と
も
に
信
頼
関
係
も
醸
成

さ
れ
、
連
携
・
協
働
の
関

係
が
築
け
て
い
る
よ
う
に

感
じ
て
い
る
。
更
に
Ｃ
Ｓ

制
度
を
充
実
さ
せ
る
た
め

に
、
Ｉ
Ｔ
機
器
や
ベ
テ
ラ

ン
教
員
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活

用
し
て
、教
員
の
時
間
的
・

精
神
的
な
余
裕
を
作
り
、

子
ど
も
に
向
き
合
う
時
間

を
増
や
す
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
る
。
主
体
性
あ
る

学
校
運
営
を
行
う
た
め
、

教
職
員
の
人
事
権
を
本
市

が
持
つ
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）
公
立
学
校

の
教
員
の
採
用
・
異
動
・

処
分
な
ど
の
人
事
権
を
県

の
教
育
委
員
会
が
持
っ
て

い
る
の
は
、
公
立
学
校
の

給
与
を
国
と
県
が
負
担
し

て
い
る
と
い
う
教
員
給
与

負
担
の
仕
組
み
に
よ
る
も

の
で
あ
る
。

　

現
在
で
も
各
学
校
長
か

ら
の
人
事
に
関
す
る
要
望

は
市
教
育
委
員
会
が
受

け
、
市
教
育
委
員
会
と
し

て
県
に
人
事
異
動
に
つ
い

て
要
望
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
市
で
勤
務
す
る

教
員
は
鳥
取
県
の
約
３
分

の
１
を
占
め
て
お
り
、
本

市
に
人
事
権
が
移
譲
さ
れ

た
場
合
、
県
内
他
市
町
村

に
与
え
る
影
響
も
大
き
い

た
め
、
現
状
を
変
更
す
る

こ
と
は
考
え
て
い
な
い
。

吉
野
　
恭
介
（
会
派
新
生
）

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル

の
充
実

問 

今
後
、
社
会
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
が
進
む
中
で
、
児

童
、
生
徒
の
個
性
を
生
か

し
た
教
育
が
必
要
と
な
っ

て
く
る
と
思
う
が
、
所
見

を
尋
ね
る
。

　

ま
た
、
個
性
を
生
か
し

た
教
育
は
、
こ
れ
ま
で
の

よ
う
な
同
一
レ
ベ
ル
へ
の

教
育
と
は
相
反
す
る
も
の

と
も
取
れ
る
が
、
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
る
か
尋
ね

る
。

答 

（
教
育
長
）
グ
ロ
ー
バ

ル
化
の
進
展
な
ど
、
教
育

を
取
り
巻
く
社
会
情
勢
は

め
ま
ぐ
る
し
く
変
化
し
て

お
り
、
今
後
、
子
ど
も
た

ち
に
は
、
学
力
は
も
と
よ

り
、
集
団
活
動
を
通
し
て

社
会
性
を
身
に
つ
け
、
自

分
の
よ
さ
や
可
能
性
を
認

識
す
る
と
と
も
に
、
他
者

を
尊
重
す
る
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
個
性
を
生
か
し

た
教
育
を
含
め
、
こ
れ
ら

に
対
応
し
た
教
育
が
よ
り

一
層
必
要
と
な
っ
て
い
く

と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
は
、
鳥

取
市
教
育
振
興
基
本
計
画

に
お
い
て
、
社
会
を
生
き

抜
く
力
を
育
む
特
色
あ
る

教
育
の
推
進
を
掲
げ
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
は
さ

ま
ざ
ま
な
個
性
が
あ
る

が
、
そ
れ
を
周
囲
と
認
め

合
う
中
で
、
改
め
て
自
他

の
よ
さ
を
自
覚
し
、
自
己

実
現
へ
の
意
欲
を
高
め
、

将
来
的
な
展
望
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。
子
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
、
自
分
の
特
徴
や
特
技

を
知
る
こ
と
は
、
夢
や
目

標
を
持
ち
、
豊
か
で
、
よ

り
よ
い
人
生
を
送
る
た
め

に
も
重
要
で
あ
り
、
今
後

と
も
、
子
ど
も
た
ち
の
個

性
を
尊
重
し
た
教
育
を
推

進
し
て
い
き
た
い
。

魚
﨑
　
勇
（
会
派
新
生
）

特
色
あ
る
教
育
施
策
に

つ
い
て

地域の方との
米づくり
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一般質問（各個質問）　

問 

松
江
市
や
倉
吉
市
で

は
地
区
公
民
館
の
運
営
に

指
定
管
理
者
制
度
を
導

入
し
て
い
る
。
松
江
市
の

地
区
公
民
館
は
全
体
で
32

館
あ
り
、
そ
の
う
ち
28
館

が
指
定
管
理
で
あ
る
。
公

民
館
長
の
勤
務
時
間
と
報

酬
は
、
松
江
市
で
指
定
管

理
と
な
っ
て
い
る
地
区
公

民
館
の
館
長
が
週
29
時
間

の
月
額
21
万
５
千
円
で
、

本
市
の
館
長
は
現
行
週
12

時
間
で
６
万
３
千
円
で
あ

り
、
か
な
り
の
格
差
が
あ

る
。
本
市
に
お
け
る
地
区

公
民
館
運
営
の
指
定
管
理

者
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
、
今
後
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
と
し
て

は
、
社
会
教
育
と
地
域
づ

く
り
活
動
の
よ
り
一
層
の

連
携
を
図
り
、
住
民
自
治

を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
考
え
て
お

り
、
活
動
の
主
体
と
な
る

地
域
組
織
が
、
よ
り
裁
量

を
持
っ
て
地
区
公
民
館
の

運
営
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
指
定
管
理
者
制

度
を
活
用
す
る
こ
と
も
選

択
肢
の
一
つ
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
引
き
続
き
、

地
域
や
市
民
自
治
推
進
委

員
会
、
社
会
教
育
委
員
会

議
な
ど
の
御
意
見
も
い
た

だ
き
な
ら
検
討
を
進
め
て

い
き
た
い
。

（
教
育
長
）
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
地
域
の
社
会

教
育
を
振
興
す
る
機
能
の

向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

社
会
教
育
を
基
盤
と
し
た

住
民
自
治
の
仕
組
み
づ
く

り
が
必
要
で
あ
り
、
地
域

の
実
情
に
合
っ
た
公
民
館

の
運
営
形
態
が
選
択
で
き

る
こ
と
が
大
切
と
考
え
て

い
る
。
地
区
公
民
館
へ
の

指
定
管
理
者
制
度
の
活
用

も
そ
の
選
択
肢
の
１
つ
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

長
坂
　
則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

地
区
公
民
館
の
よ
り
一
層
の
充
実
へ

向
け
た
今
後
の
運
営
に
つ
い
て

問 

鳥
取
県
で
は
、
米
軍

機
と
思
わ
れ
る
ジ
ェ
ッ
ト

機
の
低
空
飛
行
等
の
目
撃

情
報
が
あ
れ
ば
、
各
市
町

村
を
通
じ
て
県
へ
と
報
告

す
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
今
年
に
お
け
る
本
市

で
の
目
撃
情
報
は
ど
う

か
。

　

ま
た
、
住
民
に
情
報
提

供
を
呼
び
か
け
る
こ
と
や

情
報
共
有
す
る
た
め
に
、

近
隣
自
治
体
と
も
情
報
を

共
有
す
る
仕
組
み
に
す
べ

き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
危
機
管
理
部
長
）
本

年
４
月
22
日
の
午
前
８
時

頃
に
、
用
瀬
町
川
中
付
近

で
ジ
ェ
ッ
ト
機
２
機
が
低

空
飛
行
し
て
い
た
と
い
う

目
撃
情
報
の
提
供
を
危
機

管
理
課
に
い
た
だ
い
た
。

（
市
長
）
見
慣
れ
な
い
飛

行
物
体
に
よ
る
低
空
飛
行

を
見
か
け
た
際
に
は
、
本

市
へ
情
報
提
供
し
て
い
だ

く
よ
う
市
民
に
呼
び
か
け

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
本

市
が
受
け
た
情
報
に
つ
い

て
、
近
隣
自
治
体
と
も
情

報
共
有
し
た
い
と
考
え
て

い
る
。
な
お
、
先
般
の
近

隣
自
治
体
と
の
会
議
等
に

お
い
て
も
、
若
桜
町
に
お

け
る
目
撃
情
報
を
共
有
し

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

伊
藤
　
幾
子
（
日
本
共
産
党
）

ジ
ェ
ッ
ト
機
の
低
空
飛
行

情
報
提
供
の
呼
び
か
け
を
！

問 

中
心
市
街
地
は
空
き

店
舗
が
増
え
、
か
つ
て
の

賑
わ
い
を
見
る
こ
と
は
で

き
な
い
。
本
市
は
中
核
市

に
な
り
、
東
部
圏
域
の
中

心
と
な
る
が
、
市
民
は
、

庁
舎
移
転
に
伴
う
人
の
流

れ
の
減
少
を
心
配
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら

は
、
こ
れ
ま
で
の
商
業
を

中
心
と
し
た
中
心
市
街
地

の
構
造
か
ら
福
祉
や
文
化

を
中
心
と
し
た
さ
ま
ざ
ま

機
能
が
集
ま
る
ま
ち
へ
の

転
換
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
る
が
、
市
長
の
所
見
を

問
う
。

答 

（
市
長
）
中
心
市
街
地

は
、
商
業
や
医
療
、
福

祉
、
文
化
、
交
通
等
さ
ま

ざ
ま
な
都
市
機
能
が
集
積

し
た
本
市
の
中
心
拠
点
で

あ
る
。
中
核
市
、
連
携
中

枢
都
市
圏
の
中
心
市
の
拠

点
と
し
て
、
商
業
を
は
じ

め
多
様
な
都
市
機
能
、
居

住
の
集
積
を
生
か
し
た
魅

力
と
賑
わ
い
の
あ
る
中
心

市
街
地
へ
の
再
生
を
目
指

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
地
域
住
民
の
皆
様
、

民
間
事
業
者
の
皆
様
、
行

政
が
一
体
と
な
っ
た
取
り

組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
市
民
の
皆
さ
ん

と
こ
れ
か
ら
も
協
力
し
て

ま
ち
を
盛
り
上
げ
て
い
き

た
い
。

米
村
　
京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

こ
れ
か
ら
の

中
心
市
街
地
に
つ
い
て

本通り若桜橋から鳥取駅へ
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問 

鳥
取
市
は
、
大
災
害

発
生
時
、
介
護
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
な
ど

の
要
配
慮
者
を
受
け
入
れ

る
福
祉
避
難
所
を
二
次
的

避
難
所
と
位
置
付
け
て
い

る
。
命
に
関
わ
る
状
況
下

で
は
、
自
宅
か
ら
直
接
行

け
る
一
次
避
難
所
と
し
て

位
置
付
け
る
べ
き
と
考
え

る
が
ど
う
か
。

　

ま
た
、
有
効
な
防
災
情

報
伝
達
手
段
と
し
て
の

「
防
災
ラ
ジ
オ
」
を
生
活

困
窮
者
に
は
、
無
償
貸
与

す
る
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
市
長
）
福
祉
避
難
所

は
、
生
活
介
助
に
適
し
た

環
境
を
確
保
す
る
必
要
が

あ
り
、
災
害
発
生
の
際
は

協
定
し
て
い
る
福
祉
施
設

の
法
人
等
の
同
意
を
得
て

開
設
す
る
二
次
的
な
避
難

所
と
し
て
位
置
づ
け
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
市

は
、
市
民
の
皆
様
の
生
命

を
守
る
こ
と
を
最
優
先
に

考
え
、
ま
ず
は
近
く
の
緊

急
避
難
場
所
ま
た
は
指
定

避
難
所
に
避
難
し
て
い
た

だ
き
、
し
っ
か
り
と
安
全

を
確
保
し
た
後
に
、
対
象

者
の
心
身
状
態
に
適
し
た

施
設
を
選
択
し
て
、
施
設

側
の
受
け
入
れ
態
勢
を
確

認
し
た
上
で
移
動
し
て
い

た
だ
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
が
来
年
度

か
ら
の
運
用
を
目
指
し
て

い
る
防
災
ラ
ジ
オ
は
、
既

に
導
入
し
て
い
る
他
市
の

状
況
な
ど
も
踏
ま
え
て
研

究
を
重
ね
、
定
価
の
４
分

の
３
程
度
を
本
市
が
負
担

す
る
こ
と
に
よ
り
市
民
の

購
入
費
用
を
３
０
０
０
円

に
抑
え
る
措
置
を
講
じ
た

と
こ
ろ
で
あ
る
。
今
後
と

も
、
緊
急
情
報
の
伝
達
に

は
複
数
の
手
段
を
活
用
し

て
発
信
を
行
っ
て
い
く
こ

と
で
、
効
果
的
な
避
難
行

動
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

荻
野
　
正
己
（
日
本
共
産
党
）

防
災
（
福
祉
避
難
所
、
防

災
ラ
ジ
オ
）に
つ
い
て

　一般質問（各個質問）

問 

全
線
開
通
し
た
鳥
取

西
道
路
の
ト
ン
ネ
ル
内

は
、
携
帯
電
話
の
不
感
エ

リ
ア
で
あ
る
。
鳥
取
西
道

路
で
は
、
総
延
長
の
約
４

割
が
ト
ン
ネ
ル
で
あ
る

が
、
携
帯
電
話
に
よ
る
外

部
と
の
連
絡
が
必
要
と
な

る
緊
急
時
や
渋
滞
等
に

よ
っ
て
長
時
間
足
止
め
に

な
っ
た
場
合
、
不
都
合
が

生
じ
る
。
全
国
的
に
は
通

話
可
能
な
ト
ン
ネ
ル
が

数
多
く
み
ら
れ
る
が
、
ト

ン
ネ
ル
内
の
携
帯
電
話
不

感
に
対
す
る
国
の
整
備
方

針
並
び
に
鳥
取
西
道
路
の

整
備
計
画
に
つ
い
て
尋
ね

る
。

答 

（
都
市
整
備
部
長
）
国

交
省
は
ト
ン
ネ
ル
内
で
の

災
害
時
に
お
け
る
通
信
手

段
の
１
つ
と
し
て
携
帯
電

話
は
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
お
ら
れ
、
不
感
対
策
実

施
の
た
め
に
設
立
さ
れ

た
、
公
益
社
団
法
人
移
動

通
信
基
盤
整
備
協
会
と
調

整
を
図
り
な
が
ら
対
策
を

推
進
し
て
い
る
と
伺
っ
て

い
る
。
鳥
取
西
道
路
で
電

波
が
受
信
で
き
な
い
ト
ン

ネ
ル
に
つ
い
て
、
現
在
、

こ
の
協
会
が
対
策
を
実
施

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

り
、
年
度
内
に
は
全
て
解

消
さ
れ
る
見
込
み
で
あ
る

と
伺
っ
て
い
る
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

鳥
取
西
道
路
ト
ン
ネ
ル
内
の

携
帯
電
話
不
感
の
解
消
を

問 

国
や
県
な
ど
関
係
者

と
の
相
互
の
連
携
の
も

と
、
鳥
取
市
に
お
け
る
国

土
強
靭
化
に
関
す
る
施
策

を
総
合
的
に
推
進
す
る
た

め
の
指
針
と
な
る
「
鳥
取

市
国
土
強
靭
化
地
域
計

画
」
を
今
年
３
月
に
策
定

さ
れ
た
が
、「
国
土
強
靭

化
」
と
は
い
か
な
る
も
の

か
尋
ね
る
。
ま
た
、
市
民

に
本
計
画
を
わ
か
り
や
す

く
周
知
す
る
こ
と
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
後
の
方

針
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
国
土
強
靱
化

と
は
、
大
規
模
自
然
災
害

等
に
備
え
る
た
め
『
人
命

の
保
護
が
最
大
限
図
ら
れ

る
こ
と
』、『
国
家
及
び
社

会
の
重
要
な
機
能
が
致
命

的
な
障
が
い
を
受
け
ず
維

持
さ
れ
る
こ
と
』、『
国
民

の
財
産
及
び
公
共
施
設
に

係
る
被
害
の
最
小
化
』、

『
迅
速
な
復
旧
・
復
興
』

の
４
つ
を
基
本
目
標
と
し

て
、
強
さ
と
し
な
や
か
さ

を
持
っ
た
安
全
・
安
心
な

社
会
経
済
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
取
り
組
み
を
推

進
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
都
市
整
備
部
長
）
本

計
画
の
策
定
以
降
、
本

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
専

用
の
ペ
ー
ジ
の
開
設
、
市

報
６
月
号
で
の
特
集
記
事

の
掲
載
、
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん

ネ
ッ
ト
で
の
特
別
番
組
の

放
送
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

広
報
媒
体
を
利
用
し
て
周

知
に
努
め
て
い
る
。
今
後

は
、
市
民
の
皆
様
や
民
間

事
業
者
の
方
々
に
国
土
強

靱
化
出
前
講
座
の
実
施
な

ど
積
極
的
な
広
報
活
動
を

行
う
と
と
も
に
、
見
直
し

等
に
合
わ
せ
た
最
新
デ
ー

タ
の
公
表
に
努
め
て
い
き

た
い
。

横
山
　
明
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
国
土
強
靭
化

地
域
計
画
に
つ
い
て

二十世紀梨ふるさとトンネル入口
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一般質問（各個質問）　

問 

本
市
に
も
外
国
籍
の

住
民
で
あ
る
子
ど
も
が
い

る
。
そ
の
中
に
、
少
な
く

と
も
平
成
28
年
度
以
降
、

不
就
学
の
児
童
が
い
た
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
し
か

し
、
私
が
今
年
２
月
議
会

で
指
摘
す
る
ま
で
、
本
市

は
不
就
学
児
童
が
い
る
こ

と
を
把
握
し
な
が
ら
、
安

否
や
状
況
確
認
を
し
て
い

な
か
っ
た
。
そ
の
原
因
は

な
に
か
。
ま
た
、
今
後
の

再
発
防
止
策
に
つ
い
て
も

尋
ね
る
。

答 

（
教
育
長
）こ
れ
ま
で
、

外
国
籍
の
子
ど
も
が
本
市

へ
転
入
の
手
続
を
行
う
際

に
学
校
へ
の
就
学
を
薦
め

て
い
る
が
、
中
に
は
、
さ

ま
ざ
ま
な
事
情
が
あ
っ
て

就
学
を
望
ま
な
い
家
庭
も

あ
る
。今
回
は
、そ
う
い
っ

た
家
庭
、
子
ど
も
に
も
本

市
の
教
育
委
員
会
が
改
め

て
就
学
を
促
し
、
安
否
を

確
認
し
な
く
て
は
い
け
な

い
と
い
う
認
識
が
な
か
っ

た
。

　

今
後
は
、
関
係
部
署
、

関
係
機
関
と
し
っ
か
り
連

携
を
と
っ
て
、
不
就
学
の

子
ど
も
た
ち
の
把
握
に
努

め
た
い
。

椋
田
　
昇
一
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

不
就
学
児
童
の

安
否
確
認
に
つ
い
て

問 

鳥
取
西
道
路
の
青
谷

Ｉ
Ｃ
（
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
）
入
り
口
が
分
か
り

に
く
く
通
り
過
ぎ
て
し
ま

い
、
国
道
９
号
線
に
入
っ

て
し
ま
う
人
が
多
く
い

る
。
ま
た
、
鳥
取
方
面
よ

り
青
谷
Ｉ
Ｃ
出
口
に
降
り

る
と
米
子
方
面
か
ら
降
り

た
車
と
合
流
す
る
が
、「
止

ま
れ
」
や
「
合
流
注
意
」

の
看
板
が
な
く
、
ド
ラ
イ

バ
ー
の
判
断
任
せ
と
な
っ

て
い
て
危
険
だ
。さ
ら
に
、

浜
村
鹿
野
温
泉
Ｉ
Ｃ
を
降

り
て
右
折
す
る
際
、
橋
桁

で
対
向
車
が
見
え
な
い
。

早
急
に
看
板
や
信
号
機
設

置
が
必
要
と
考
え
る
が
、

市
長
の
所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
県
は
、

青
谷
Ｉ
Ｃ
入
り
口
の
交
差

点
の
案
内
標
識
が
わ
か
り

に
く
い
と
い
う
利
用
者
か

ら
声
を
受
け
て
、
県
道
部

分
に
案
内
看
板
を
設
置
す

る
予
定
で
あ
る
。
な
お
、

国
道
部
分
に
つ
い
て
は
、

国
土
交
通
省
が
６
月
15
日

に
案
内
看
板
を
設
置
し
て

い
る
。
ま
た
、
出
口
の
合

流
部
分
へ
の
注
意
看
板
等

に
つ
い
て
は
、
国
土
交
通

省
か
ら
、
他
の
箇
所
の
事

例
を
踏
ま
え
て
看
板
の
設

置
を
検
討
す
る
と
伺
っ
て

い
る
。
浜
村
鹿
野
温
泉
Ｉ

Ｃ
や
吉
岡
温
泉
Ｉ
Ｃ
の
道

路
構
造
は
、
国
の
道
路
構

造
令
に
準
拠
し
て
お
り
、

運
転
手
が
道
路
前
方
を
見

通
す
こ
と
が
で
き
る
距
離

は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
本

市
と
し
て
は
、
交
通
状
況

を
注
視
し
て
、
交
通
安
全

上
必
要
と
判
断
さ
れ
る
場

合
に
は
、
関
係
機
関
へ
安

全
対
策
を
要
請
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。

勝
田
　
鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

鳥
取
西
道
路
に
関
連
し
て
、

各
Ｉ
Ｃ
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問 

５
年
間
で
外
国
人
の

運
転
に
よ
る
事
故
が
約
４

倍
に
な
っ
て
お
り
、
本

市
で
も
そ
の
対
策
や
道
路

管
理
、
道
路
整
備
の
必
要

性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
道
路
予
算
の
増
加

や
観
光
地
の
戦
略
的
な
整

備
、
道
路
管
理
ア
プ
リ
の

導
入
等
を
提
案
し
て
い
る

が
、
よ
り
安
全
の
た
め
に

は
、
現
在
本
市
で
内
部
利

用
し
て
い
る
「
道
路
情
報

シ
ス
テ
ム
（
※
）」
を
、
地

域
の
区
長
や
消
防
団
、
交

通
安
全
協
会
地
域
支
部
へ

利
用
拡
大
し
て
は
ど
う

か
。

答 

（
都
市
整
備
部
長
）
道

路
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
道

路
管
理
の
た
め
に
内
部
利

用
を
目
的
と
し
て
整
備
し

た
も
の
で
あ
る
。
現
状
の

ま
ま
で
は
シ
ス
テ
ム
上
、

外
部
の
方
の
利
用
は
で
き

な
い
が
、
自
治
会
役
員
や

消
防
団
員
等
か
ら
の
情
報

提
供
は
、
道
路
の
迅
速
な

復
旧
や
、
災
害
発
生
時
に

お
け
る
対
応
の
検
討
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
に
お
い

て
貴
重
で
あ
る
。
本
シ
ス

テ
ム
の
改
修
や
実
証
実
験

な
ど
、
そ
れ
ら
の
方
々
を

対
象
と
し
た
利
用
に
つ
い

て
研
究
し
て
み
た
い
。

︵
※
︶
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、

道
路
状
況
や
現
場
写
真
等
を
地

図
上
で
オ
ン
ラ
イ
ン
リ
ア
ル

タ
イ
ム
に
集
約
し
、
道
路
管
理

者
が
的
確
か
つ
効
率
的
に
道
路

管
理
を
行
う
た
め
の
シ
ス
テ
ム

で
、
平
成
30
年
５
月
か
ら
運
用

し
て
い
る
。

雲
坂
　
衛
（
会
派
新
生
）

「
道
路
情
報
シ
ス
テ
ム
」の

拡
大
利
用
を
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　一般質問（各個質問）、お知らせ

問 

麒
麟
獅
子
舞
の
日
本

遺
産
認
定
は
麒
麟
の
ま
ち

連
携
中
枢
都
市
圏
全
体
の

連
携
意
識
の
高
ま
り
に
影

響
を
与
え
る
な
ど
、
た
い

へ
ん
意
義
深
い
快
挙
で
あ

る
。
今
後
は
、
因
幡
・
但

馬
各
市
町
を
象
徴
す
る
構

成
文
化
財
と
麒
麟
獅
子
舞

を
ど
の
よ
う
に
連
携
さ
せ

て
い
く
か
が
重
要
と
考
え

る
。
日
本
遺
産
認
定
エ
リ

ア
の
１
市
６
町
が
連
携
し

た
麒
麟
獅
子
舞
に
よ
る
観

光
振
興
策
、
圏
域
の
活
性

化
策
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
日
本
遺
産
を

生
か
し
た
観
光
振
興
の
取

り
組
み
に
当
た
っ
て
は
、

ま
ず
は
１
市
６
町
が
連
携

し
て
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で

麒
麟
獅
子
舞
を
積
極
的
に

活
用
・
発
信
し
、
麒
麟
の

ま
ち
の
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て

浸
透
を
図
っ
て
い
く
こ
と

が
重
要
で
あ
る
と
考
え
て

い
る
。
認
定
さ
れ
た
日

本
遺
産
ス
ト
ー
リ
ー
を
生

か
し
、
構
成
文
化
財
を
は

じ
め
と
す
る
地
域
資
源
の

磨
き
上
げ
や
新
た
な
観
光

商
品
の
造
成
等
に
取
り
組

む
こ
と
に
よ
り
、
点
在
す

る
地
域
資
源
を
面
と
し
て

結
び
つ
け
、
周
遊
性
の
高

い
広
域
観
光
圏
の
形
成
を

目
指
し
て
い
き
た
い
。
ま

た
、
今
回
の
日
本
遺
産
認

定
を
最
大
限
に
生
か
し
つ

つ
、
麒
麟
の
ま
ち
圏
域
が

国
内
外
か
ら
訪
れ
る
多
く

の
人
々
で
に
ぎ
わ
う
魅
力

あ
ふ
れ
る
エ
リ
ア
と
な
る

よ
う
に
、
推
進
組
織
を
中

心
に
圏
域
全
体
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

西
村
紳
一
郎
（
会
派
新
生
）

麒
麟
獅
子
舞
の
日
本
遺
産

認
定
に
関
連
し
て

採択となったもの
教職員定数改善と義務教育費国庫負担制度２分の１復元を図るための、2020年度政府予算に係る意見書提出を求める陳情（令和元
年陳情第12号）
（理由）趣旨が妥当と認められるため
不採択となったもの
全国知事会の「米軍基地負担に関する提言」の主旨に基づいて、地方自治の根幹を脅かす日米地位協定の見直しを国に求める意見書提
出を求める陳情（平成31年陳情第１号）
（理由）日米地位協定の見直しは、国において取り組まれるべき問題と考えるため
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべ
きとする意見書提出を求める陳情（令和元年陳情第4号）
（理由）国と沖縄県との間で解決されるべき問題と考えるため
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転の国民的議論により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべ
きとする意見書提出を求める陳情（令和元年陳情第5号）
（理由）国と沖縄県との間で解決されるべき問題と考えるため
日本政府に対して、国連の「沖縄県民は先住民族」勧告の撤回を求める意見書提出を求める陳情（令和元年陳情第7号）
（理由）趣旨に事実関係が確認できない内容があり、賛同できないと考えるため
核兵器禁止条約の日本政府の署名と批准を求める意見書提出を求める陳情（令和元年陳情第8号）
（理由）現時点では核廃絶に向けた現実的な取り組みを進めることが有効であると考えるため
汚染土及び放射性物質等の持ち込み拒否に関する条例の制定を求める陳情（令和元年陳情第9号）
（理由）国が汚染土の実証事業に取り組んでいる中で、条例制定については、慎重に考える必要があるため。
米軍普天間飛行場の辺野古移設を促進する意見書提出を求める陳情（令和元年陳情第10号）
（理由）趣旨に賛同できないと考えるため

－陳情審査結果－

令和元年６月定例会の審議結果
（会期：令和元年６月14日～７月１日）

全国市議会議長会及び
中国市議会議長会表彰を伝達

　長年にわたり市政に貢献した功労者として、全国市議会
議長会から前議長の下村佳弘氏が表彰を受けました。
　また、中国市議会議長会から前議員の角谷敏男氏、橋尾
泰博氏、並びに、現職の上杉栄一議員、吉田博幸議員、外
８名の議員が表彰を受けました。
　６月定例会最終日の７月１日に山田延孝議長より伝達が行われ、受賞者を代表して上杉栄一議員へ
表彰状が手渡されました。

代表して表彰を受けられる上杉議員

◆ＱＲコードで簡単アクセス！
　請願・陳情のページ
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　令和元年６月定例会の審議結果　

議案番号 案　　件　　名
＜市長提出議案＞

89 令和元年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）

90 令和元年度鳥取市国民健康保険費特別会計補正予算（第1号）

91 令和元年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

92 令和元年度鳥取市後期高齢者医療費特別会計補正予算（第1号）

93 鳥取市民交流センターの設置及び管理に関する条例の制定
について

94 鳥取市指定障害児通所支援の事業等の人員、設備及び運営に
関する基準等を定める条例の制定について

95 鳥取市森林環境譲与税基金条例の制定について

96 鳥取市税条例の一部改正について

97 鳥取市自家用有償バス条例の一部改正について

98 鳥取市保健センター条例の一部改正について

99 鳥取市小規模急傾斜地崩壊対策事業分担金徴収条例の廃止
について

100 鳥取市集落排水施設の設置及び管理に関する条例の一部改
正について

101 鳥取市立学校条例の一部改正について

議
案
番
号

賛否状況
会派新生 未来ネット 公明党 日本共産党 開政 無所属

加
藤　

茂
樹

朝
野　

和
隆

雲
坂　
　

衛

吉
野　

恭
介

星
見　

健
蔵

魚
﨑　
　

勇

横
山　
　

明

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

山
田　

延
孝

上
杉　

栄
一

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

椋
田　

昇
一

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

上
田　

孝
春

浅
野　

博
文

前
田　

伸
一

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

田
村　

繁
已

金
田　

靖
典

荻
野　

正
己

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

＜市長提出議案＞

104～107 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

113 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ×

＜請願＞

令和元年請願第２号 × × × × × × × × × × × 議
長 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇

令和元年請願第４号 × × × × × × × × × × × 議
長 × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × × × 〇 〇 〇 〇 × × 〇 ×

◆全会一致で可決、同意したもの

令和元年６月定例会の審議結果
（会期：令和元年６月14日～７月１日）

◆賛否のわかれたもの（各議員の賛否状況は下のとおりです）

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

◆各議員の賛否状況一覧 � 賛成…〇　反対…×

議案番号 案　　件　　名 議決結果
＜市長提出議案＞

104～107 財産の取得について 原案可決

113 工事請負契約の変更について 原案可決

＜請願＞

2 地方財政の充実・強化を求める意見書採択を求める請願
（理由）トップランナー方式の廃止・縮小には賛同できないため 不採択

4
最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書提出を求める請願
（理由）�最低賃金は、最低賃金法の趣旨に基づき、事業者の賃金支払能力にも考慮して定められるべきものであり、

政治決断で最低賃金をすぐに1,000円以上に引き上げることは、現実的に困難であると考えるため
不採択

議案番号 案　　件　　名
＜市長提出議案＞

102 辺地に係る公共的施設の総合整備計画の変更について

103 鳥取市過疎地域自立促進計画の変更について

108 財産の取得について

109 財産の無償貸付けについて

110 業務委託契約の締結について

111,112 財産の取得の変更について

114,115 工事請負契約の変更について

116 工事請負契約の締結について

117～119 専決処分事項の報告及び承認について

＜議員提出議案＞

6 新たな過疎対策法の制定に関する意見書の提出について

＜委員会提出議案＞

2 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

3 教職員定数の改善及び義務教育費国庫負担制度拡充に係る
意見書の提出について

◆ＱＲコードで簡単アクセス！
　（左）議決結果のページ
　（右）意見書・決議のページ
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　常任委員会視察報告

　各委員会の所管事務の先進事例や類似事例などを視察することによって、識見を高め、
その視察の成果を市政の課題解決に生かすため、各委員会では行政視察を行っています。
　令和元年５月13日～５月16日にかけて行った行政視察の概要について報告します。
また、各委員会の視察報告書については、市議会ホームページに掲載しています。

常任委員会視察報告

　東大阪市では、災害対策本部として使用
できる会議場を常設することで、初動対応
の迅速化を図るとともに、最新のデジタル
通信技術や IT 技術を活用した設備を備え
ている。本市において新庁舎に導入予定の
システムと同等で、その運用をはじめ、職
員研修や訓練、
関係機関との
連 携 強 化、 人
材育成の方針
など今後の参
考になった。

　京都市立御池中学は生徒数の減少を背景
に統合されてできた小６から中３までの小中
一貫校で、敷地内に乳幼児保育所、高齢者
福祉施設、拠点備蓄倉庫、レストラン等賑
わい施設が入る「人づくり」「まちづくり」
を推進する複合施設。児童生徒は幼児・高
齢者と世代間交流を深める等、幅広い学習
機会を得る。少
子高齢 化時 代
への先進的な取
組みである。

　福岡県うきは市は、自前で RESAS（地域
経済分析システム）を活用し、地方創生戦
略を策定している。政策立案・事業実施後
の検証は、しっかりとしたデータにより行わ
れるべきであり、RESAS は分析を行うべき
ポイントとなるデータを視覚的に抽出するこ
とに優れている。経験や感覚ではなく、本市
においても、職
員の統 計 分 析
を初めとした専
門知識の向上が
望まれる。

　山口市では浸水対策について視察を行い、
計画における「減災」への発想転換や、全
庁的な関連部署との連携強化、降った雨を
一時的に貯めて流水の分散を図る雨水貯留
施設などの「ためる」対策に注目した。また、
雨水貯留施設を現地視察し整備状況を確認
した。近年の異常気
象を踏まえ、本市に
おいても突然の災害
に備えた浸水対策の
必要性を感じた。

三重県名張市 ゆめづくり地域予算制度について
大阪市・八尾市・
松原市環境施設組合 ごみ処理施設における搬入物検査について

大阪府大阪市 ＩＣＴを活用した効果的な災害対応について

京都府京都市 京都御池中学校・複合施設について
三重県伊賀市 様々な人に共通の中間的就労ニーズへの

対応について
三重県いなべ市 元気づくりシステム事業について

㈱オプティム スマート農業の取り組みについて
福岡県うきは市 ＲＥＳＡＳの活用について
大分県大分市 大分市学校教育指導方針（豊かな心を育

む教育活動）について

山口県山口市 浸水対策について
福岡県太宰府市 歴史的まちづくりについて
広島県呉市 平成 30年７月豪雨への対応と復旧につ

いて

総務企画委員会

福祉保健委員会

文教経済委員会

建設水道委員会

視察報告の詳しい
内容はこちらから
ご覧いただけます。➡
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皆さんの作品が表紙になります！！　平成から令和へと新しい時代を迎えると
共に、市政130周年となりました事に、まず
もって市民の皆さんに、お礼・お祝い申し

上げます。今年度の議会報告会・意見交換会では、新たな目線をと、
本市各高校等から参加校を募集した結果、５校から参加申し込みを
いただいており、５校全てで順次開催する運びとなっています。新
しい時代の幕開けと共に、市民の皆さんの幸せの為、若い力、若い
考え、新たな考えを取り入れ、しっかり議論して参りますので、今
後とも議会広報委員会に、ご理解、ご協力いただきますよう、よろ
しくお願い申しあげます。� （委員　加藤　茂樹）

編 後集 記 　とっとり市議会だよりの表紙をかざ
る写真・絵手紙等を募集しています。
　みなさまからの活気あふれる作品の
ご応募をお待ちしています！
　次回号は、12月１日発刊を予定して
います。
　詳しくは、鳥取市議会ホームページ
をご覧いただくか、市議
会事務局調査係までご連
絡ください。
◆ＱＲコードで簡単アクセス！

議会運営委員会　視察報告

姉妹都市との交流（釧路市）

立川市議会　 タブレット端末の導入と議会ＩＣＴ化につい
てほか

渋谷区議会　新庁舎の議会関係設備についてほか
茨木市議会　議会と大学との連携についてほか

　渋谷区議会では本会議の電子採決システムを初めとする
議会運営システムを中心に視察を行った。電子採決システム等の議会設備とその運用方法について説
明を受けた後、実際に議場を見学し機器の操作を体験した。渋谷区のシステムは鳥取市の新システム
と大変よく似ており本市の議会運営システムの運用を検討するにあたり参考にしていきたい。

　７月 29 日に釧路市姉妹都市等交流促進議員連盟の議員２
名が来鳥され、山田議長を表敬訪問されました。
　明治 17 年～ 18 年にかけて、釧路開拓移住のために鳥取士
族が賀露港を出帆し、入植地で鳥取村を形成しました。昭和
24 年には鳥取村は、釧路市と合併しましたが、鳥取市と釧
路市は、開拓移住に由来する交流を積み重ね、昭和 38 年 10
月４日に姉妹都市提携を締結。現在も交流を続けています。
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